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生活者参加型の課題解決プログラム「D-hints（ディーヒンツ）」を開発 

～SNS により、数万人規模の生活者からのアイデアを収集・活用～ 

 

株式会社電通（本社：東京都港区、社長：石井 直、以下「電通」）、株式会社電通国際情報サ

ービス（本社：東京都港区、社長：釜井節生、以下「ISID」）、株式会社電通マーケティングイ

ンサイト（本社：東京都中央区、社長：小林健一、以下「DMI」）の 3 社は、参加者間のアイデ

ア出しと相互評価に優れたノウハウを持つ米国生まれの SNS「Spigit」※を活用した“オンラ

イン”の場と、ワークセッションなどの“オフライン”の場を組み合わせることにより、生活

者や住民のアイデアや考えを効果的に発散・収束・創発させて、さまざまな課題を解決してい

くプログラム「D-hints」を開発しました。 

 

ソーシャルメディアの普及により、生活者や住民の声を幅広く取り入れて、企業や自治体の

事業活動に積極的に生かしていく「オープン・イノベーション」という考え方が、米国を中心

に広がり始めています。今回開発した「D-hints」は、課題に応じてオンライン・オフラインに

おけるディスカッションの場を設定し、企業や自治体にとってのステークホルダーの知見を効

率的効果的に収集・集約することで、課題となっているテーマに対するニーズや突破口となる

ポイントを洞察し、適切なソリューションを導き出すプログラムです。 

 

「D-hints」は、Spigit を核に、数万人規模の意見を個別に収集し、相互評価して絞り込む

「マススクリーニング」という特長を持ち、次のような案件で活用していくことができます。 

 

＜D-hintsの活用例＞ 

 ・参加性を強く打ち出した一般消費者キャンペーン施策 

・コアな顧客層に対するリレーションづくりと商品アイデア募集施策 

・インナー施策に組み込む形での、業務改善・新規事業アイデア募集施策 

・住民の声の吸い上げと地域行政への活用施策 

 

また、領域ごとの専門家や特定属性生活者を擁する「D-hints パネルパートナー」や、広告

枠やイベント等で専門性を持つ媒体社との提携による「D-hints メディアパートナー」を、オ

プションで組み合わせることも可能です。これにより、さらにターゲットへの効果的なアプロ

ーチや、ユニークな形での生活者参加型のアイデア創発が期待できます。 
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【D-hintsの仕組み】 

 

 

 

電通による企画・プロデュースのもと、ISIDが Spigitの導入・運用支援を、DMIがパネルセ

ッティングやオン・オフのマネジメントを行います。電通グループは、この「D-hints」を活用

していくことにより、常に変化を見据えた価値創造と、企業・団体の多岐にわたる課題解決に

資するソリューションを提供してまいります。  

 

※米国で販売開始から３年で６００万有料アカウントを獲得し、ISID がアジアにおける販売代理権

を取得した、イノベーションマネジメントを支援するＳＮＳ「Spigit」を、「D-hints」プログラム

のコアエンジンとして採用しています。 

 

 

 

【リリースに関する問い合わせ先】  

株式会社電通 コーポレート・コミュニケーション局 広報１部 山田 TEL:03-6216-8041 

株式会社電通国際情報サービス 経営企画室 広報担当 李・清水 TEL:03-6713-6100 

株式会社電通マーケティングインサイト 総務部 小島 TEL:03-3289-6676 

 

【D-hintsの内容に関する問い合わせ先】 

株式会社電通 ソーシャル・ソリューション局 宮城・村越・鈴村 TEL：03-6216-8823 

 


